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日本では一般的に、 2000 年が re ラーニング、元年J (先進学習基盤協議会 2003) とされており、





















本論文は、全 9 章から構成されている。第 1 章の序論では、研究の背景として e ラーニングを
取り巻く現状、および、初等中等教育における e ラーニングの授業実践研究に取り組む意義が示





第 3 章では、 e ラーニングの発展過程と定義、構成要素、利点を整理して纏めた。萌芽期
の e ラーニングにあっては定義、構成要素、利点が論者によってまちまちであり、多義的な
概念となっていたが、昨今では徐々に整理されつつあることを明らかにしている。




第 5 章では、 e ラーニングにおいては、ソフトウェア技術などが急激に進展する一方で、教育学
を背景とした理論研究が遅れる傾向にあり、 ID 研究において、教育学理論に基づく理論的根拠が
重要視されなければならないことを明らかにしている。
第 6 章では、 ICT が発達した昨今、客観主義的な学習観に加えて、構成主義的な学習観をも視
野に入れた e ラーニングを活用した教育方法を授業実践に導入することを念頭に置き、最初に客
観主義的な学習観と構成主義的な学習観の理論的相違について考察している。次に客観主義的な





第 7 章では、 e ラーニングにおいて客観主義的な学習観に立脚した ID が重要視されている現状
を批判的に考察し、 ID のなかに構成主義的な学習観に基づく教育方法の要素を採り入れることの
重要性について述べている。
第 8 章と第 9 章では、高等学校の授業における e ラーニングを活用した教育実践を、「客観主義





















第 1 に、 e ラーニンクゃの発展過程について、遠隔教育を含めた形で整理し詳述することで、今後
の e ラーニングの発展における課題を見出している点は教育情報学研究の発展に資する点におい
て意義の高い研究であると評価できる。そこで見出された知見としての、 ICT(Infonnation














第 2 に、実験的な研究に関しては、利用する e ラーニングシステムや、その難易度などによっ
ても実験結果が異なるものになったかもしれない。この点に関しても今後の発展的な研究の展開
に期待したい。
第 3 に、 e ラーニングのより効果的な展開においては、本論文が示す「単に教授者が教室に居る
だけで足りる」という問題ではなく、教授者が生徒に対して、一定の権威を持っていなければな
らないという前提があるかもしれない。この点に関しても今後の研究課題として残される。
第 4 に、今後は、本論文を出発点とし、初等教育や中等教育における客観主義と構成主義の折
衷主義型インストラクショナルデ、ザイン(ID) の精般化と授業実践への応用、更には教授者の学
習支援の方法等について、本研究の主要な部分を占める e ラーニングと構成主義・アフオーダ、ン
スなどの概念に関わる教育哲学の背後に何が起きているのか、それを広い視野に立って研究を進
めることが求められる。
しかし本論文を全体として見れば、日本におけるこれまでの中等教育以下の教育現場における
e ラーニングの導入とその発展過程を整理し、その根底にある学習観、学習者観を明らかにし、問
題点を指摘するという当初の目的は十分に達成されていると判断される。
以上の審査結果を総合し、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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